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“ＫＡＮＡＧＡＷＡ”

２００２ №６０５４

　
「
二
十
一
世
紀
中
に
は
無
理
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
、

世
界
の
一
流
企
業
で
も
な
し
え
な
か
っ
た
「
青
色
ダ

イ
オ
ー
ド
」
を
開
発
し
、
最
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
近
い
、

中
村
修
二
氏
。
今
で
こ
そ
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
教

授
で
す
が
、
小
・
中
・
高
校
を
通
し
て
ず
っ
と
劣
等

生
だ
っ
た
と
文
芸
春
秋
に
書
い
て
い
ま
す
。

劣
等
生
が
ど
う
し
て
。
氏
自
身
の
言
葉
に
よ
る
と
、

小
学
生
の
頃
は
『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
の
お
茶
の
水
博
士

に
あ
こ
が
れ
、
高
校
ま
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
夢
中
の

少
年
時
代
を
送
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
大
学
に
入

っ
た
も
の
の
、
お
茶
の
水
博
士
に
な
る
夢
と
は
ほ
ど

遠
い
授
業
に
、
下
宿
に
閉
じ
こ
も
り
ひ
た
す
ら
専
門

書
を
読
み
ふ
け
る
毎
日
。
そ
の
後
、
自
分
流
で
い
い

ん
だ
と
確
信
を
持
ち
、
研
究
に
専
念
し
た
結
果
が
今

日
に
繋
が
っ
た
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
、
目
標
に
向

か
っ
て
人
マ
ネ
を
せ
ず
、
一
直
線
に
ま
い
進
し
た
原

動
力
は
「
自
信
」
だ
っ
た
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
社
会
の
変
化
、
制
度

面
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
福
祉
現
場
に
は
い
ま

様
々
な
課
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
社
会
福
祉
従
事
者
自
ら
が
、
自
信

を
持
っ
て
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
難
局
を
乗

り
越
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
本
年
度
の
事
業
展
開
に
、
皆
様
方
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

県
社
協
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

清
水
勝
夫
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社会福祉会館

総務企画部 総務課
企画課

地域福祉部 社会福祉事業課
　（旧：福祉推進部）　 　（旧：施設福祉課）

地域活動支援課
　（旧：地域福祉課）

かながわ長寿社会開発センター事務局
・高齢者の社会参加の促進

生活支援担当　・生活福祉資金貸付

神奈川県民生委員児童委員協議会事務局

かながわ福祉　　　　福祉人材課
人材研修センター　　　研修研究課

かながわ福祉推進センター設置など

地域の福祉活動支援体制の強化へ
～平成14年度県社協事業計画・予算～

　

社
会
福
祉
法
や
社
協
モ
デ
ル
定
款
等

に
基
づ
き
、
定
款
並
び
に
財
務
規
程
を

は
じ
め
と
す
る
諸
規
程
の
見
直
し
を
行

う
と
と
も
に
、
新
た
に
情
報
公
開
規
程

を
制
定
し
、
よ
り
県
民
に
開
か
れ
た
組

織
運
営
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
県
域

に
お
け
る
地
域
福
祉
の
推
進
強
化
を
図

る
た
め
、
事
務
局
組
織
の
大
幅
な
再
編

を
行
い
ま
し
た
（
別
表
）。

　

特
に
か
な
が
わ
と
も
し
び
財
団
の
解

散
に
伴
う
本
会
と
の
一
体
化
と
、
神
奈

川
県
福
祉
プ
ラ
ザ
設
置
条
例
の
廃
止
に

伴
い
、
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
内
に

「
か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
」
を

新
た
に
設
置
し
、
と
も
し
び
運
動
推
進

事
業
の
実
施
と
、
市
民
の
福
祉
意
識
の

啓
発
及
び
福
祉
用
具
を
中
心
と
し
た
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
普
及
に
向
け
た
事
業
を

展
開
し
ま
す
。
ま
た
「
福
祉
推
進
部
」

「
施
設
福
祉
課
」「
地
域
福
祉
課
」
を
名

称
変
更
し
、
役
割
を
明
確
化
す
る
と
と

も
に
、
新
た
に
「
生
活
支
援
担
当
」
を

設
け
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
な
ど
、

援
護
関
係
事
業
と
民
生
委
員
児
童
委
員

や
、
保
護
司
活
動
に
関
す
る
業
務
を
一

体
的
に
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
国
が
進
め

る
「
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
推
進
機

構
」
と
し
て
新
た
に
「
か
な
が
わ
長
寿

社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
す
。

な
お
、
県
民
セ
ン
タ
ー
内
の
「
か
な

が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
」「
か
な
が
わ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」「
か
な
が
わ

権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て

は
、「
か
な
が
わ
福
祉
推
進
セ
ン
タ
ー
」

を
総
称
名
と
し
、
県
民
活
動
の
支
援
拠

点
と
し
て
機
能
発
揮
を
目
指
し
ま
す
。

ー
ス
」
を
設
置
し
、
当
事
者
活
動
に
つ

い
て
の
相
談
や
交
流
の
場
を
提
供
し
、

当
事
者
や
県
民
の
積
極
的
な
参
加
の
も

と
に
新
た
な
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー

で
は
、
と
も
し
び
運
動
の
推
進
を
図
る

事
業
の
実
施
と
、
学
童
・
生
徒
を
含
む

県
民
の
福
祉
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
と

と
も
に
、
シ
ニ
ア
層
の
生
き
が
い
づ
く

り
に
向
け
、「
か
な
が
わ
高
齢
者
文
化

祭
」
の
開
催
や
全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の

選
手
団
派
遣
等
を
か
な
が
わ
長
寿
社
会

開
発
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
す
。

地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た
組
織
再
編
と

新
た
な
運
営
体
制
の
整
備

　

昨
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第　

回
１０

全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

か
な
が
わ
」の
成
果
を
踏
ま
え
、福
祉
意

識
の
啓
発
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
当
事
者

な
ど
市
民
活
動
の
一
層
の
促
進
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
「
当
事
者
活
動
支
援
ス
ペ

平成14年度県社協事務局体制

会長・副会長

　　　常務理事　　　事務局長　事務局次長

かながわ福祉推進センター

かながわ ともしび普及課
ともしびセンター　　　・ともしび運動の推進

バリアフリー普及課
・福祉用具・住宅改造

・高齢者・障害者へのIT 支援

かながわボランティアセンター
かながわ権利擁護相談センター（あしすと）

事
務
局

　
「
改
定
地
域
福
祉
プ
ラ
ン　

」推
進
委

２１

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
当
事
者
等
市
民
参
加

の
促
進

　去る３月２８日に開催した評議員会で、平成１４年度の本
会事業計画・予算が決定しました。
　「新　神奈川県社会福祉協議会活動推進計画」の２年次
を迎える１４年度は、ともしび財団との一体化と福祉プラ
ザ条例の廃止に伴う大幅な機構改革及び新しい定款・会
計システムの導入を踏まえ、県民参加の一層の促進と開

かれた運営を目指した事業展開を図ります。ここに主要
事業の概要を紹介します。
　なお、新年度の予算（総額１２，４９４，９９９千円）は、新た
な会計基準に基づき、一般会計と公益事業・収益事業・
その他の特別会計を設けております。

かながわ福祉サービス
運営適正化委員会

市
町
村
社
協
活
動
へ
の
支
援
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か
な
が
わ
権
利
擁
護
相
談
セ
ン
タ
ー

（
通
称　
あ
し
す
と
）
を
中
心
に
、
か
な

が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員

会
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
権
利
擁

護
相
談
の
一
層
の
充
実
や
地
域
福
祉
権

利
擁
護
事
業
の
推
進
等
、
利
用
者
や
サ

ー
ビ
ス
提
供
者
、
関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
権
利
擁

護
相
談
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援

を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
「
権
利
擁
護
等

課
題
研
修
」
の
実
施
等
、
幅
広
い
取
り

組
み
を
促
進
し
ま
す
。

　

福
祉
情
報
の
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、

引
き
続
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活

用
し
、
的
確
で
役
立
つ
情
報
の
提
供
に

努
め
ま
す
。
本
年
度
は
新
た
に
会
員
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
明
る
い
長
寿
社
会

づ
く
り
推
進
事
業
に
関
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
、
情
報
収
集
・
提
供
の

機
能
を
強
化
し
ま
す
。

　

福
祉
用
具
・
住
宅
改
造
に
つ
い
て
の

専
門
的
指
導
・
助
言
を
行
う
と
と
も
に
、

福
祉
用
具
等
に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
利
用
者
の
視
点

か
ら
福
祉
用
具
を
紹
介
す
る
「
当
事
者

が
す
す
め
る
福
祉
用
具
展
」を
実
施
し
、

福
祉
用
具
等
の
普
及
に
向
け
た
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た

新
た
に
高
齢
者
・
障
害
者
等
へ
の
I
T
支

援
に
向
け
た
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

経
済
的
自
立
へ
の
支
援
と
し
て
、
生

計
中
心
者
が
失
業
し
た
世
帯
へ
「
離
職

者
支
援
資
金
」
の
貸
付
を
行
う
と
と
も

に
、
低
迷
す
る
経
済
情
勢
へ
の
対
応
に

向
け
、
生
活
福
祉
資
金
の
新
た
な
枠
組

み
の
運
用
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
」
の

設
置
支
援
等
を
行
い
、
障
害
者
の
社
会

参
加
を
促
進
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
及
び
施
設
運
営
の
透

自
立
し
た
生
活
を
支
え
る
た
め
に

平成14年度県社協新規事業

備　　考比較増減額前年度予算額本年度予算額会　計　単　位

１，０３９，７１０，０００１０，４９２，１１３，０００１１，５３１，８２３，０００一般会計
１４年度新設７４，９５８，００００７４，９５８，０００公益事業特別会計
１４年度新設２６，３８６，００００２６，３８６，０００収益事業特別会計

△　１，２４３，０００６３４，３０１，０００６３３，０５８，０００生活福祉資金特別会計
△　７，０００，０００７２，０２０，０００６５，０２０，０００県単生活福祉資金特別会計
１，２６５，０００１０１，１１１，０００１０２，３７６，０００生活福祉資金貸付事務費特別会計

△　６，８９９，６７９，０００６，９００，１９８，０００５１９，０００離職者支援資金特別会計
２１，４７９，０００３９，３８０，０００６０，８５９，０００離職者支援資金貸付事務費特別会計

△　５，７４４，１２４，０００１８，２３９，１２３，０００１２，４９４，９９９，０００合　　　計
（注）平成１４年度は社会福祉法人会計基準への移行初年度のため、一般会計の前年度予算額は、旧一般会
計、社会福祉事業振興資金特別会計、各種基金特別会計、神奈川県福祉プラザ特別会計、介護福祉士等
修学資金貸付事業特別会計及び退職資金特別会計を統合した予算額を記載しています。

平成14年度県社協会計総括表

　

本
年
は
新
規
学
卒
者
等
に
加
え
、
社

会
人
の
た
め
の
特
別
相
談
事
業
を
新
た

に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
施
設
等
の
人
事

・
労
務
担
当
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
定

期
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

福
祉
人
材
の
確
保
と
育
成

　

福
祉
従
事
者
の
研
修
で
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
を
対
象
に
し
た
「
サ
ー
ビ
ス
提

供
責
任
者
育
成
研
修
」
の
実
施
や
、
新

た
に
介
護
支
援
専
門
員
を
対
象
と
し
た

「
介
護
支
援
専
門
員
等
福
祉
用
具
ア
セ

ス
メ
ン
ト
研
修
」
を
実
施
し
、
従
事
者

へ
の
福
祉
用
具
に
対
す
る
理
解
を
促
進

し
ま
す
（
六
面
参
照
）。

※（と）＝ともしび基金果実事業

ともしびポスター・絵本コンテスト開催事業（と）  ４，１４１
神奈川県福祉作文コンクール開催事業（と） １，９９３
児童虐待防止対策支援員配置事業 ２９，８８７
ふれあい子育てサロン事業 １，８００
明るい長寿社会づくり推進機構ホームページの運営 １，９２７
当事者がすすめる福祉用具展 ２０４
福祉用具の学び方セミナー ８０
自助具利用セミナー ３１７
住宅改造入門セミナー １１７
介護支援専門員等福祉用具アセスメント研修 ６７７
離職者支援資金等貸付事業 ５１９
社会人のための特別相談事業 ３３４
サービス提供責任者育成研修 ７１４

員
会
を
中
心
に
、
市
町
村
社
協
の
中
長

期
の
活
動
計
画
で
あ
る
「
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
の
策
定
・
改
定
・
進
行
管
理

へ
の
支
援
を
引
き
続
き
行
い
、
社
協
活

動
の
評
価
、
総
合
的
な
生
活
支
援
の
あ

り
方
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
市
町
村
社
協
に
お
け
る
日
常
生

活
圏
域
を
基
盤
に
し
た
住
民
参
加
活
動

を
促
進
す
る
た
め
、
地
区
社
協
活
動
の

あ
り
方
の
検
討
や
交
流
集
会
を
開
催
し

ま
す
。
な
お
、
子
育
て
や
在
住
外
国
人

の
生
活
課
題
等
に
対
応
し
た
活
動
支
援

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

権
利
擁
護
の
取
り
組
み
と
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
支
援
に
向
け
て

サ
ー
ビ
ス
評
価
の
促
進
・
経
営
の
透
明

性
確
保
・
経
営
基
盤
強
化
支
援

明
性
の
確
保
と
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
に
、
自
己
評
価
活
動
の
促

進
と
と
も
に
、「
第
三
者
評
価
事
業
」
の

実
施
に
向
け
、
委
員
の
構
成
や
調
査
員

の
研
修
、
評
価
基
準
の
検
討
に
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。
併
せ
て
施
設
に
お

け
る
労
務
、
経
理
等
の
専
門
相
談
を
行

う
「
福
祉
施
設
経
営
指
導
事
業
」
と
、

経
理
面
の
堅
実
な
運
用
の
た
め
公
認
会

計
士
を
派
遣
し
指
導
を
行
う
「
自
主
監

査
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。（

企
画
課
）

（単位：千円）

（単位：円）
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去
る
三
月
二
日
、厚
木
・
愛
甲
地
区
の

知
的
障
害
児
・
者
施
設（
九
施
設
）で
作
る

「
厚
木
地
区
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
通
称
Ａ
ネ
ッ
ト
）が「
第
二
回
厚
木

地
区
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ

ミ
ナ
ー
」を
、厚
木
市
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
成
年
後
見
制
度
を
考
え
る
」と
題
し

た
川
島
志
保
氏
（
弁
護
士
・
前
Ａ
ネ
ッ

ト
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
）の
基
調
講
演
で
は
、

平
成
十
二
年
度
の
民
法
改
正
で
導
入
さ

れ
た
「
成
年
後
見
制
度
」
と
従
来
の

「
禁
治
産
制
度
」
と
の
相
違
点
と
、
今

後
の
課
題
等
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
財
産
管
理
の
問
題
に
つ

い
て
は
、「
知
的
や
精
神
の
障
害
や
高

齢
の
た
め
、
自
分
で
判
断
す
る
こ
と
が

難
し
い
方
々
の
財
産
管
理
は
、
家
族
が

行
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
家
族
が
し
っ
か
り
管
理
を
し
て
い

る
の
で
、
あ
え
て
煩
雑
な
手
続
き
や
費

用
を
か
け
る
必
要
は
な
い
の
で
は
と
思

わ
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
制
度
の
主
旨
の
一
つ

で
あ
る
『
自
己
決
定
の
尊
重
』
と
い
う

言
葉
の
意
味
を
今
一
度
考
え
、
そ
の
人

ら
し
い
人
生
を
営
む
た
め
に
、
自
分
の

財
産
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
管
理

し
て
い
く
責
任
を
担
う
と
い
う
こ
と

を
、
家
族
一
人
ひ
と
り
が
認
識
し
、
そ

の
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
川
島
氏
の
ほ
か
、
知
的

障
害
更
生
施
設
の
施
設
長
や
施
設
利
用

者
の
家
族
、
Ａ
ネ
ッ
ト
の
市
民
オ
ン
ブ

ズ
マ
ン
が
参
加
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、

施
設
処
遇
で
感
じ
る
こ
と
や
期
待
し
た

い
こ
と
、
要
望
な
ど
の
意
見
が
活
発
に

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
の
権
利
擁
護
を
家
族
と
と
も
に
考
え
る

�　
第
2
回
Ａ
ネ
ッ
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
開
催
さ
れ
る
�

た
。
制
度
が
変
っ
た
今
、
そ
ん
な
思
い

を
す
る
人
が
一
人
で
も
い
な
く
な
っ
て

欲
し
い
で
す
」
と
の
言
葉
に
、
約
九
十

名
の
参
加
者
は
、
本
当
の
意
味
の
「
人

権
意
識
」の
広
が
り
を
め
ざ
し
、一
様
に

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

（
企
画
課
）

◆
Ａ
ネ
ッ
ト
事
務
局（
愛
の
森
学
園
内
）

�　

－

　

－

５
２
１
１
（
大
橋
）

０４６

２４８

　

続
い
て
、
横
浜
丘
の
手
（
都
筑
区
、

青
葉
区
、
港
北
区
、
緑
区
）
市
民
活
動

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通
称

Ｔ 
ａ 
Ｋ
Ｍ
ｉ ：

た
く
み
）
の
多
賀
和
幸

は
、
Ｉ
Ｔ
を
通
じ
て
市
民
と
行
政
が
繋

が
る
き
っ
か
け
が
で
き
、
協
働
し
な
が

ら
活
動
が
で
き
た
こ
と
や
、
市
民
同
士

が
交
流
し
た
り
共
に
考
え
た
り
す
る
機

会
が
増
え
た
な
ど
、
思
わ
ぬ
相
乗
効
果

が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
Ｉ
Ｔ
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
市
民
同
士
の
顔
と
顔

の
見
え
る
範
囲
で
の
活
動
の
大
切
さ
を

痛
感
さ
せ
ら
れ
る
報
告
と
な
り
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

◆
神
奈
川
情
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

－

　

－

１
８
６
２（
か
な
が
わ
県
民

FAX
０４５

３１２

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
レ
タ
ー
ケ
ー
ス
�　

）
４００

e-m
ail:kabu@

ops.dti.ne.jp

Ｉ
Ｔ
時
代
だ
か
ら
こ
そ
顔
の
見
え
る
市
民
活
動
を

�　
市
民
活
動
フ
ェ
ア
2
0
0
2
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
�

　

最
近
の
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
）技
術
の
躍

進
は
、
医
療
や
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野

で
活
用
さ
れ
、
生
活
に
快
適
さ
や
便
利

さ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
、
ど
ん
な
ま
ち
づ
く

り
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
と
、

三
月
二
十
三
日
に
か
な
が
わ
県
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
市
民
活
動
フ
ェ

ア
２
０
０
２
」
に
お
い
て
神
奈
川
情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
の
、

「
ま
ち
づ
く
り
と
Ｉ
Ｔ
」
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
科
学
技
術
へ
の
市
民
参
加
を

考
え
る
会
の
鏑
木
孝
昭
氏
よ
り
、
ま
ち

づ
く
り
に
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
に
際
し
て
、

ど
の
よ
う
な
視
点
で
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の
問
題
点
と
課

題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鏑
木
氏
は
「
Ｉ
Ｔ
時
代
の
到
来
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
そ
の
他
通
信
機
器
に
頼

り
、
人
と
の
繋
が
り
が
薄
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
感
が
あ
る
。
し
か
し
地
域
で
暮

ら
す
一
人
ひ
と
り
が
元
気
に
生
活
し
、

日
頃
か
ら
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
な
け
れ
ば
Ｉ
Ｔ
は
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
行

政
依
存
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
変
え
、
地

域
が
地
域
の
力
で
発
展
し
、
そ
こ
へ
行

政
が
参
加
す
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

氏
と
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人

北
区
地
域

情
報
化
推

進
協
議
会

富
田
好
明

氏
よ
り
活

動
報
告
が

あ
り
ま
し

た
。

　

お
二
人

の
お
話
で

　

最
後
に

セ
ミ
ナ
ー

参
加
の
施

設
利
用
者

か
ら
、「
施

設
で
の
生

活
は
辛
い

こ
と
が
多

く
、
早
く

出
た
い
と

思
っ
た
こ

と
が
あ
っ

、

シンポジウムの様子。左から田代哲郎氏（施設
長）、川島志保氏（弁護士）、松尾みさ子氏（オン
ブズマン）、巻山協子氏（家族）

活動報告の後、会場からは活動への質問やＩＴ活
用に向けた思いなどの意見が多くあがりました
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「
毎
日
が
戦
争
」

　

新
米
マ
マ
が
疲
れ
た
声
で
私
に
言
い

ま
し
た
。
同
時
期
に
出
産
し
、
慣
れ
な

い
育
児
に
追
わ
れ
て
日
々
を
過
ご
す
私

に
も
、
そ
の
言
葉
は
大
い
に
共
感
で
き

る
も
の
で
し
た
。

　

自
分
の
子
ど
も
は
か
わ
い
い
と
普
段

ど
ん
な
に
思
っ
て
い
て
も
、
繰
り
返
す

毎
日
の
育
児
に
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て

辛
く
な
る
時
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
で
良
い
の
か
な
？
」と
迷
っ
て

も
、
周
り
に
相
談
す
る
知
り
合
い
の
い

な
い
お
母
さ
ん
は
一
人
で
悩
ん
で
し
ま

い
、
上
手
い
解
消
方
法
が
み
つ
け
ら
れ

な
い
と
、
い
つ
の
ま
に
か
「
子
ど
も
が

か
わ
い
い
と
思
え
な
い
」
と
ま
で
追
い

詰
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

出
産
前
は
他
人
事
の
よ
う
に
感
じ
て

い
た
「
虐
待
」
の
二
文
字
が
、
新
聞
な

ど
で
報
道
さ
れ
る
度
に
身
に
つ
ま
さ
れ

ま
す
。
周
り
を
見
て
も
、
不
安
に
感
じ

て
い
る
お
母
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
育
児
サ
イ
ト
な
ど

で
も
、「
つ
い
叩
い
て
し
ま
っ
た
」「
虐

待
し
て
し
ま
い
そ
う
」
等
の
書
き
込
み

を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

自
分
も
も
し
か
し
た
ら
同
じ
事
を
し

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
、
思
う
よ
う

に
い
か
ず
つ
い
手
を
上
げ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
、
全
く
心
配
し
な
い
人

は
恐
ら
く
い
な
い
で
し
ょ
う
。
実
家
な

ど
に
頼
れ
ず
、
周
り
に
相
談
で
き
る
知

り
合
い
も
い
な
い
場
合
に
は
、
地
域
や

行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
、
も
っ
と
身
近
に

あ
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
が

同
じ
よ
う
な
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
も
、

日
々
懸
命
に
育
児
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ふ
と
迷
っ
た
時
、孤
独
に
感
じ
た
時
、

辺
り
を
見
ま
わ
し
て
も
回
答
が
見
つ
け

ら
れ
な
か
っ
た
時
、
差
し
伸
べ
て
く
れ

る
手
が
あ
れ
ば
、
私
た
ち
は
皆
、
不
慣

れ
な
が
ら
も
精
一
杯
自
分
の
子
ど
も
と

向
き
合
っ
て
い
け
る
と
思
う
の
で
す
。

（
鈴
木
悦
子
）

�投稿をお寄せください�
　「福祉について思うこと」をテー
マにした投稿をお待ちしています。
他のテーマや今まで本紙に掲載し
てきた内容への意見でも結構です。
　７００字を目安にしますが、分量は
問いません。匿名でも結構です。
　原稿は郵送などで、県社協企画
課タイムズ係へお送りください。

FAX　０４５－３１２－６３０２
Mail　kikaku@jinsyakyo.or.jp

１９８１年の「国際障害者年」のテーマであった「完全参加と平等」の更なる
推進を目指し、国連アジア太平洋経済社会委員会（ESCAP）が「アジア太平洋地域における障
害者の完全参加と平等に関する宣言」を採択し、１９９３年から２００２年までの１０年間を「アジア太
平洋障害者の十年」と位置付けました。
　この１０年間の間に、アジア太平洋地域の５２カ国の人々が、様々なイベントや催しなどを通し、
障害者の福祉や人権、自立支援などについて検討してきました。
　その最終年にあたる本年は、障害の有無を問わず、ともに助け合う社会の実現に向けた足掛
りとして「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念フォーラムを総称とした、推進キャンペー
ンや世界会議などの開催が全国各地で予定されています。

「アジア太平洋障害者の十年」最終年記念フォーラムのホームページ
http://www.normanet.ne.jp/̃forum/

　　　新しくなった１面のマーク　ご存知でしたか？

22000022年年はは「「アアジジアア太太平平洋洋障障害害者者のの十十年年」」
のの最最終終年年でですす
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県
社
協
の�

中
高
年
離
職（
求
職
）者
職
場
体
験
事
業
を
実
施

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
十
一
年
度
よ
り

ヘ
ル
パ
ー
資
格
等
を
保
有
す
る
四
十
歳
以
上
の
中
高

年
離
職
（
求
職
）
者
を
対
象
に
、
自
ら
の
手
で
就
職

先
を
開
拓
で
き
る
よ
う
、
施
設
等
の
職
場
体
験
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、
二
月
六
日
か
ら
二

十
名
の
参
加
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

　

二
月
六
日
の
初
日
は
、「
職
場
体
験
に
臨
む
に
あ

た
っ
て
」
と
題
し
、
目
黒
裕
氏
（
�福
 

敬
愛
会
法
人
事

務
長
）
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
目
黒
氏
か
ら

は
、
介
護
保
険
制
度
導
入
後
の
老
人
福
祉
施
設
の
経

営
状
況
や
中
高
年
者
の
雇
用
状
況
に
触
れ
な
が
ら
、

中
高
年
と
い
う
年
代
層
に
期
待
さ
れ
る
役
割
や
、
現

場
実
習
に
臨
む
意
識
、
好
印
象
を
与
え
る
姿
勢
・
態

度
等
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
三
日
間
の
日
程
で
、
特
養
等

で
入
浴
や
食
事
介
助
、
作
業
指
導
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

時
の
送
迎
等
の
業
務
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
（
二

月
十
二
日
〜
三
月
七
日
の
期
間
）。

　

三
月
十
三
日
に
は
、
実
習
を
終
え
て
の
感
想
や
反

省
点
を
自
由
に
述
べ
あ
う
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
職
員
交
代
の
引
継
ぎ
や
書

面
等
に
よ
る
徹
底
し
た
連
絡
体
制
や
、
衛
生
面
で
の

取
り
組
み
に
は
非
常
に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
改
め
て
施
設
の
仕
事
の
重
要
性
を
感
じ
た
」「
実

習
担
当
者
か
ら
、
職
員
と
し
て
利
用
者
に
関
わ
る
上

で
、
精
神
面
で
の
助
言
を
い
た
だ
け
た
」
な
ど
の
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、「
利
用
者
と

精
神
的
な
繋
が
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
の
で
、
年
代
等
を
考
慮
し
た
支
援
体
制
が

今
後
必
要
だ
と
感
じ
た
」と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
、

福
祉
の
仕
事
の
難
し
さ
を
改
め
て
知
る
機
会
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
施
設
側
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

と
し
て
「
利
用
者
の
目
線
に
た
っ
た
姿
勢
で
実
習
に

取
り
組
ん
で
い
た
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
反
面
、「
不

慣
れ
な
こ
と
も
多
く
、
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
た
よ
う

だ
が
、
利
用
者
を
不
安
に
さ
せ
な
い
態
度
を
意
識
す

る
こ
と
」
等
の
声
も
あ
り
、
就
労
促
進
へ
の
課
題
を

感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

（
福
祉
人
材
課
）

平成14年度かながわ福祉人材研修センター研修プログラム年間計画
実施時期研　修　事　業　名

５～７月新任施設等職員研修（追加研修を２月に予定）１
実 施 時 期
調 整 中児童福祉関係職員研修２

１１月身体障害福祉関係職員研修３
８月知的障害福祉関係職員研修４
８～９月高齢者福祉関係職員研修５
１１～１２月社会福祉施設等幹部職員研修６
１０～１１月社会福祉施設長研修７
適　　時権利擁護等課題研修８
６～９月サービス提供責任者育成研修９
９～１１月
７月
１月

スーパーバイザー育成研修（指導的職員）
（施　設　長）
（研修修了者）

１０

６～７月職場内研修担当者研修１１
２～３月対人援助技術研修１２
５・７月救急法研修１３
１月～介護支援専門員実務研修【県指定】１４
７月～３月訪問介護員１級研修【県指定】１５
８月～１０月身体障害者ガイドヘルパ－養成研修【県委託】１６
９月～１１月知的障害者ガイドヘルパ－養成研修【県委託】１７
９月難病患者等ホームヘルパ－養成研修【県委託】１８
試 験 日 の
２ か 月 前介護支援専門員実務研修受講試験準備講習会１９

６～８月介護支援専門員現任研修【県指定】２０
実 施 時 期
調 整 中福祉用具プランナー研修２１

実 施 時 期
調 整 中福祉用具プランナーフォローアップ研修２２

実 施 時 期
調 整 中介護支援専門員等福祉用具アセスメント研修２３

〈お問合せ先〉　研修研究課�045－311－1429／FAX045－313－0737

kikaku
ハイライト表示
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⑭
本
会
事
務
局
職
員
就
業
規
程
の
一
部
を
改
正

す
る
規
程（
案
）、
⑮
本
会
部
会
・
連
絡
会
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程（
案
）、
⑯
本
会
個
人

情
報
保
護
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程（
案
）、

⑰　

年
度
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
補
正
予

１３
算
（
案
）、
⑱　

年
度
本
会
会
費（
案
）、
⑲　

年

１４

１４

度
事
業
計
画
並
び
に
収
入
支
出
予
算（
案
）に
つ

い
て

◇
評
議
員
会
＝
３
月　

日
・
①
理
事
・
監
事
の

２８

選
任
に
つ
い
て
、
②
〜
⑲
は
理
事
会
に
同
じ

神
奈
川
Ｌ
Ｄ
協
会「
Ｌ
Ｄ
講
座
２
０
０
２
」

◇
日
時
＝
５
月　

日
（
日
）　

時
〜　

時

１９

１４

１６

◇
会
場
＝
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

◇
参
加
費
・
定
員
＝
一
般
３
千
円
、
協
会
正
・

賛
助
会
員
・
学
生
２
千
円
、　

人
９０

◇
内
容
＝
「
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
へ
の
教
育
的
ア
プ
ロ
ー

チ
�
」
湯
汲
英
史
（
�
発
達
協
会
王
子
ク
リ
ニ

ッ
ク
）

◇
問
合
せ
＝
�
神
奈
川
Ｌ
Ｄ
協
会

�　
－　

－

７
９
１
０

０４５

９８４

役
員
会
の
動
き

◇
理
事
会
＝
３
月　

日
・
①
各
種
委
員
会
委
員

１９

の
選
任
、
②
本
会
定
款
の
一
部
変
更
、
③
か
な

が
わ
福
祉
推
進
セ
ン
タ
ー
設
置
規
程（
案
）、
④

か
な
が
わ
と
も
し
び
セ
ン
タ
ー
設
置
規
程（
案
）、

⑤
か
な
が
わ
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
組
織
運

営
規
程（
案
）、
⑥
本
会
情
報
公
開
規
程（
案
）、

⑦
本
会
文
書
等
管
理
規
程（
案
）、
⑧
本
会
経
理

規
程（
案
）、
⑨
本
会
理
事
・
評
議
員
選
任
規
程

の
一
部
を
改
正
す
る
規
程（
案
）、
⑩
本
会
例
規

規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程（
案
）、
⑪
本
会

事
務
局
の
組
織
及
び
職
制
等
に
関
す
る
規
程
の

一
部
を
改
正
す
る
規
程（
案
）、
⑫
本
会
職
務
権

限
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程（
案
）、
⑬
本

会
印
章
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程（
案
）、

　
　

－　

－

５
０
５
４

FAX
０４５

９８１

木
下
財
団
・
障
害
者
福
祉
関
係
助
成

◇
対
象
＝
障
害
児
・
者
の
小
規
模
作
業
所
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
自
立
生
活
援
助
団
体
（
非
営

利
・
関
東
地
区
１
都
６
県
に
限
る
）

◇
助
成
内
容
＝
施
設
の
増
改
築
・
補
修
ま
た
は

備
品
購
入
な
ど
に
必
要
な
資
金
の
一
部

◇
助
成
金
額
＝
一
件
あ
た
り
上
限　

万
円

３０

◇
申
込
み
＝
５
月　

日
（
金
）
ま
で

３１

◇
問
合
せ
＝
�福
 

木
下
財
団

�　

－

３
３
７
５

－

１
５
１
１

０３

　
　

－

３
３
７
５

－

１
５
１
２

FAX
０３本

会
会
員
施
設
の
名
称
等
変
更
の 

お
知
ら
せ

　
「
相
模
原
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
と
「
シ
ル

バ
ー
タ
ウ
ン
大
野
台
ホ
ー
ム
」が
統
合
さ
れ
、４

月
１
日
よ
り「
シ
ル
バ
ー
タ
ウ
ン
相
模
原
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
」（
定
員　

名
）と
な
り
ま
し

１３４

た
。

◇
所
在
地
＝
〒　

－

０
０
１
１
相
模
原
市
大
野

２２９

台
５

－　

－

７

１３

�　

－　

－

０
３
０
０

０４２

７５５

　
　

－　

－

８
４
７
５

FAX
０４２

７５３

　

今
後
と
も
変
ら
ぬ
心
温
か
い
ご
指
導
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

寄
託
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
託
金
】（
敬
称
略
）

▽
㈱
ハ
ッ
ク
キ
ミ
サ
ワ
▽
�
神
奈
川
県
タ
ク
シ

ー
協
会
▽
�
神
奈
川
県
自
動
車
会
議
所
▽
横
浜

ビ
ル
シ
ス
テ
ム
㈱
▽
㈱
ウ
ェ
ル
キ
ャ
ッ
ト
▽
清

謡
連
合
会
▽
日
本
農
産
工
業
㈱
、
�
神
奈
川
県

経
営
者
福
祉
振
興
財
団
、
神
奈
川
県
民
共
済
生

活
協
同
組
合
▽
本
会
対
人
援
助
技
術
研
修
参
加

者
一
同
▽
田
中
良
平
▽
脇
隆
志

（
計
一
四
、
五
八
七
、
二
一
四
円
）

【
寄
託
品
】（
敬
称
略
）

▽
神
奈
川
定
年
問
題
研
究
会
▽
神
奈
川
県
機
器

健
康
保
険
組
合
▽
大
妻
ユ
タ
カ
記
念
会
神
奈
川

支
部
▽
田
平
智
惠
子

図 書

★生活保護５０年の軌跡～ソ－シャルケ－ス
ワ－カ－と公的扶助の展望（全国公扶研）
★長期ケアの満足度評価法（Ｒ．アプルバ
ウム、多々良紀夫他、中央法規出版）
★介護事故リスクマネジメント（神奈川県
老人ホ－ム協会、日総研）
★障害児の心の臨床～知的・情緒的障害児
とその親の心（中沢たえ子、岩崎学術出版
社）
★児童養護施設のセラピスト～導入とその
課題（高橋利一他、筒井書房）
★ホ－ムヘルパ－活動事例集（京都福祉サ
－ビス協会編集委員会、ミネルヴァ書房）

資 料

★障害福祉サ－ビスにおける支援費制度と
生活支援システムの要点（本会）
★福祉サ－ビス事業者における苦情解決取
り組み事例集～苦情への対応と体制整備／
社協が取り組むコミュニティワ－ク事例集
／デイサ－ビスセンタ－利用者の入浴に関
する満足度調査結果概要（東京都社協）
★福祉に関する意識・実態調査報告書（鳥
取県社協　福祉教育研究委員会）
★わたしたちのまちのグル－プホ－ム～横
浜の現状（横浜高齢者グル－プホ－ム連絡
会）
★介護労働者の労働環境改善に関する調査
研究報告書（介護労働安定センタ－）
★介護サ－ビス評価デ－タブック～２００１年
版（かながわ福祉サ－ビス振興会）
★介護保険についての聞き取り調査結果報
告書（介護を考えるぶどうの会）
★ことぶき共同診療所５周年誌（同診療所）

本会「福祉資料室」がこの１カ月間に収集
した主なものを掲載しました。福祉資料室
には閲覧室があり、文献検索、資料利用相
談、貸出し等のサービスも行っています。
◆利用時間：月曜日～金曜日（第３金曜、
祝日、年末年始等を除く）の９時～17時
◆貸出し：２週間３冊まで
◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
URL http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/tosyo/
（ＨＰでも図書・資料の検索ができます）

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料図書・資料

★〔ビデオ〕介護保険④痴呆性高齢者のケア
～在宅介護・グル－プホ－ム・ユニットケ
ア・介護療養型医療施設（ＮＨＫ厚生文化
事業団）
★〔ビデオ〕個室化・ユニットケア～特養ホ
－ムはこう変わる（地域ケア政策ネットワ
－ク）
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平
成
十
年
度
に
、
保
育
所
が
措
置
か

ら
選
択
制
に
移
行
し
た
こ
と
に
端
を
発

し
、
十
二
年
度
に
は
、
高
齢
者
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
選

択
制
へ
、
ま
た
障
害
福
祉
の
分
野
で
は

来
年
、
十
五
年
度
に
は
障
害
者
の
在
宅

及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
障
害
児
の
在
宅

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
契
約
制
へ
と
移
行
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
を
経

営
す
る
社
会
福
祉
法
人
に
と
っ
て
、
措

置
制
度
か
ら
選
択
制
や
、
利
用
契
約
制

へ
の
転
換
は
、
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
費

用
が
委
託
費
か
ら
報
酬
に
変
り
（
市
町

村
の
委
託
で
運
営
の
民
間
保
育
所
に
つ

い
て
は
、
収
入
の
性
質
は
委
託
費
）、
こ

れ
ま
で
行
政
か
ら
厳
し
く
規
制
さ
れ
て

い
た
事
業
費
用
の
使
途
用
途
が
一
部
弾

力
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
事
業
規
模
や
資
産
要
件
、
社
会
福

祉
法
人
の
設
立
要
件
等
の
緩
和
も
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
社
会
福
祉
法
人
は
、
創

意
工
夫
し
た
事
業
を
自
主
的
に
展
開
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
域
住
民
の

福
祉
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
（
以
下
、
利
用
者
）
の
求
め
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
、
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
主
体
的
に
構
築
で
き
る
よ
う
に
な

る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

変
革
の
中
で
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の

　

個
人
が
尊
厳
を
も
っ
て
、
地
域
や
家

庭
の
中
で
自
立
し
た
生
活
を
営
な
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
良
質
か
つ
適
正
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

住
民
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
と
、
掘
り

　

戦
後
わ
が
国
の
社
会
福
祉
諸
制
度
の
基
礎
と
な
っ
て
い
た
「
社
会
福
祉
事
業
法
」
が

五
十
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、「
社
会
福
祉
法
」
と
な
っ
て
か
ら
、
ま
も
な
く
二
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
改
正
に
よ
っ
て
、
利
用
者
と
の
対
等
な
利
用
契
約
関
係
の
も

と
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
主
た
る
担
い
手
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
社

会
福
祉
法
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
指
導
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
経
営
か
ら
の
体
質

転
換
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
連
載
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
専
門
性
を
生
か
し
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
事
柄
や
あ

り
方
を
、
企
業
の
取
り
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
考
え
方
を
ヒ
ン
ト
に
し
な
が
ら
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。第
一
回
目
は
、新
し
い
制
度
下
で
社
会
福
祉
事
業
に
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
を
整
理
し
な
が
ら
新
し
い
時
代
の
経
営
課
題
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
新
た
な
転
換
と
は

企
業
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
�

連載

起
こ
し
た
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
体
制
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。

　

今
回
の
制
度
改
正
で
は
社
会
福
祉
法

人
設
立
の
規
制
緩
和
の
一
方
で
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
民
間
企
業
の
ほ

か
、
生
協
・
農
協
等
、
他
の
法
人
の
積

極
的
な
参
入
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
開

放
は
、
多
彩
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
生
む

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
同
時
に
競
争
原

理
が
働
き
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
本

位
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
利
用
者

に
不
利
益
が
生
じ
る
可
能
性
も
懸
念
さ

れ
ま
す
。

主
た
る
担
い
手
は
社
会
福
祉
法
人

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
一
方
、
利
用

者
保
護
の
仕
組
み
と
し
て
、
自
ら
が
判

断
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
支
援
す
る

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
や
、
成
年
後

見
制
度
等
を
制
度
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
全
て
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
対
し
て
は
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を

　

多
様
な
民
間
企
業
の
参
入
に
よ
る
福

祉
市
場
の
開
放
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法

人
は
こ
れ
ま
で
の
経
営
を
見
直
し
、
地

域
や
利
用
者
の
利
益
保
護
と
と
も
に
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
後
の
事
業
展
開
を
描
き
き

れ
ず
、
ど
う
改
革
し
て
い
け
ば
い
い
の

か
迷
っ
て
い
る
関
係
者
も
少
な
く
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

戦
後
の
混
乱
期
の
福
祉
を
支
え
、
わ

が
国
の
福
祉
事
業
を
育
て
て
き
た
社
会

福
祉
法
人
に
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
経
験
や
専
門
性
の
ほ
か
、�
生
活
の

場
�
で
あ
る
施
設
を
中
心
に
、
医
療
分

野
や
教
育
分
野
と
連
携
し
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
環
境
に
お
か
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
�
資
産
�
を
生
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
法
人
の

使
命
や
目
的
、
機
能
を
再
構
築
し
、「
福

祉
経
営
」
と
い
う
理
念
の
も
と
で
新
た

な
基
軸
を
作
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
基
軸
を
も
と
に
利
用
者
を
主

体
と
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
理
論
化
し
、

組
織
全
体
に
浸
透
さ
せ
な
が
ら
、
職
員

選
択
し
や
す
く
な
る
よ
う
情
報
開
示
の

義
務
付
け
や
、
事
業
の
透
明
性
の
確
保

を
図
る
た
め
、
会
計
基
準
に
基
づ
く
経

理
体
制
の
整
備
等
を
基
本
的
な
ル
ー
ル

と
し
て
求
め
て
い
ま
す
。

利
用
者
保
護
の
も
と
の
市
場
開
放
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の
意
識
改
革
と
個
々
の
技
術
向
上
に
結

び
付
け
、
組
織
全
体
の
力
と
し
て
い
く

こ
と
。
こ
の
組
織
力
を
、
制
度
改
正
の

到
達
点
で
あ
る
地
域
福
祉
の
増
進
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

福
祉
法
人
の
使
命
だ
と
考
え
て
も
い
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

国
内
企
業
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷

か
ら
、
事
業
縮
小
や
リ
ス
ト
ラ
等
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
見
マ
イ
ナ
ス
の
状
況
で
あ
る
と
思

わ
れ
が
ち
な
今
の
経
済
状
況
で
す
が
、

こ
の
状
況
を
逆
に
プ
ラ
ス
に
変
え
、
業

績
を
上
げ
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
期
と
呼
ば
れ
た
昭
和
六
十
年

代
は
、
い
わ
ゆ
る
売
り
手
主
導
型
の
ビ

　

企
業
に
と
っ
て
「
顧
客
」
を
獲
得
す

る
こ
と
は
、
企
業
の
収
益
へ
と
直
結
し

て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
法
人
に
置
き
換

え
て
み
る
と
、「
顧
客
」
は
「
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
」
と
な
る
の
で
す
が
、
企
業
に

お
け
る
「
顧
客
」
の
よ
う
に
、
社
会
福

祉
法
人
の
利
益
追
求
の
た
め
の「
顧
客
」

と
し
て
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
、

生
活
が
困
難
な
方
や
社
会
的
弱
者
を
直

接
的
に
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
は
、

社
会
福
祉
法
人
の
社
会
的
使
命
を
考
え

る
と
、
道
義
的
に
許
さ
れ
る
こ
と
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
連
載
で
は
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
人
事

考
課
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
た
様
々
な
取

り
組
み
の
ほ
か
、
技
術
提
携
や
情
報
公

開
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
新
し
い
視
点

で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
取
り
組

む
企
業
の
よ
う
す
を
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
経
営
姿
勢
か
ら
「
利
益
」
を

「
信
頼
」
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
捉

え
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

「
福
祉
経
営
」
と
い
う
新
し
い
経
営
の

あ
り
方
を
、
ど
う
築
い
て
い
く
か
を
模

索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
企
画
課
）

企
業
も
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ
る

企
業
の
ど
ん
な
姿
勢
を
学
ぶ
の
か

　水が温み草木が芽吹く季節、私たちの周り

にもようやく春の風が吹いてきました。

　私がコンピュータとかかわりをもってから

二十数年になりますが、最初は大型コンピュ

ータの時代で、プログラミングも機械の操作

も覚えるのに苦労しました。今は技術が進歩

し、コンピュータも小型化して操作も簡単に

なり、もう仕事で使うだけではなく、他の電

化製品と同じように生活の中で無くてはなら

ないものになってきています。

　今、政府のＩＴ化政策の波に乗り、多くの

方がパソコンを習い始めています。それも仕

事のためだけでなく、趣味や生きがいのため

に習っている方が増えているように思われま

す。

　昨年の夏、神奈川県社会福祉協議会主催の

ＩＴ講習の講師をさせていただいて、障害の

有る無しや年齢にかかわらず、受講者の皆さ

んが真剣に覚えようとする気持ちに感激いた

しました。

　最初キーボードやマウスをおそるおそる動

かしていた方も、新しい操作を覚えるたびに

だんだん目が輝いてきて、特にメールの送受

信を覚えた頃は一生懸命に文字入力をして、

お互いにメール交換を楽しんでいらっしゃい

ました。

　この様に喜んでいただけるのなら、もっと

大勢の方々にパソコンを覚えていただけるよ

うに、様々な講習会で少しでもお手伝いが出

来ればと思います。

　そして高齢者や障害の有る方にも、やさし

くわかりやすい指導を心がけていきたいと思

います。

「やさしくわかりやすい
　　　パソコンの指導を」

神奈川情報通信専門学校
専任教員　山田和枝

ジ
ネ
ス
が
中
心
的
で
し
た
。
均
質
、
大

量
消
費
の
時
代
、
企
業
は
顧
客
の
購
買

欲
を
刺
激
す
る
新
し
い
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
を
開
発
し
、
次
々
に
提
供
し
続
け
れ

ば
良
か
っ
た
訳
で
す
。

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
顧
客
は

個
人
消
費
を
押
さ
え
る
よ
う
に
な
り
、

購
入
（
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
は
受
け
る
）

に
よ
り
発
生
す
る
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト

（
そ
の
性
能
や
効
果
）
の
ほ
か
に
、
間

接
的
な
メ
リ
ッ
ト
（
今
後
ど
の
位
附
加

価
値
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
や
、
利
用

者
を
取
り
巻
く
他
の
人
間
へ
の
効
果
、

感
動
や
喜
び
な
ど
五
感
に
訴
え
る
も
の
）

が
ど
の
位
期
待
で
き
る
の
か
を
重
視

し
、
本
当
に
必
要
な
も
の
を
見
極
め
て

求
め
る
よ
う
に
な
り
始
め
た
の
で
す
。

　

そ
の
変
革
を
い
ち
早
く
捉
え
、
こ
れ

ま
で
の
「
商
品
中
心
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

「
顧
客
中
心
」
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
と
改
革

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
企
業
だ
け

が
、
こ
れ
か
ら
の
経
済
社
会
の
中
で
、

顧
客
に
選
ば
れ
る
企
業
と
し
て
成
長
を

遂
げ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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本
県
に
は
、
約
九
百
の
商
店
街
が
あ

る
と
い
い
ま
す
。
商
店
街
を
構
成
す
る

個
人
商
店
の
多
く
は
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
に
よ
る
個
人
需
要
の
停
滞
や
、
大

都
市
圏
へ
の
人
口
の
流
出
、
大
・
中
型

店
の
地
方
進
出
に
よ
る
競
争
の
激
化
、

経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
の

問
題
に
よ
り
厳
し
い
経
営
状
況
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
県
で
は
「
商
店
街
活

性
化
支
援
事
業
」
と
し
て
、
空
き
店
舗

等
を
活
用
す
る
際
の
補
助
等
を
行
い
、

商
店
街
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
、
商

店
街
の
空
き
店
舗
で
地
域
福
祉
事
業
所

「
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
か
り
」

（
以
下
、
あ
か
り
）
を
運
営
し
て
い
る
、

日
本
労
働
者
協
同
組
合
連
合
会
セ
ン
タ

ー
事
業
団
（
以
下
、
事
業
団
）
の
田
中

所
長
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

誰
も
が
立
ち
寄
れ
る
ふ
れ
あ
い
の
場
に

　

あ
か
り
は
、
小
田
急
線
「
長
後
」
駅

そ
ば
の
、
長
後
商
店
街
の
一
角
に
昨
年

の
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
事
業
団
で
は
こ
れ
ま
で
、
働
く
人

て
い
る
の
で
す
が
、
あ
か
り
は
商
店
街

の
空
き
店
舗
を
利
用
し
た
、
初
め
て
の

事
業
所
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
地
域
福
祉
事
業
所
で
行
っ
て
い

た
、
居
宅
支
援
や
訪
問
介
護
事
業
の
ほ

か
、
草
刈
り
や
庭
木
の
剪
定
等
の
事
業

も
行
い
、
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

同
士
や
利
用
者
、
地
域
・
市
民
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
協
同
労
働
を
通
じ
て
、
人

と
地
域
に
役
立
つ
仕
事
起
こ
し
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
現
在
そ
の
中
心
的
な
事

業
と
し
て
、
地
域
の
中
で
様
々
な
事
業

や
人
々
が
連
携
す
る
た
め
の
拠
点
と
な

る
、『
地
域
福
祉
事
業
所
』
作
り
を
進
め

地
域
の「
人
財
」に
育
ん
で
も
ら
え
る
空
間
で
あ
り
た
い

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
か
り
（
藤
沢
市
）

仕
組
み
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
お
も
ち
ゃ
病
院
や
折
り
紙
、
絵

手
紙
、
将
棋
教
室
な
ど
の
活
動
を
行
い

な
が
ら
、
地
域
の
憩
い
の
場
で
あ
る
商

店
街
の
特
性
を
生
か
し
た
ふ
れ
あ
い
の

場
所
に
し
よ
う
と
活
動
を
し
て
い
ま

す
」
と
田
中
所
長
は
話
し
ま
す
。

　

そ
の
お
話
の
通
り
約
五
十
平
方
メ
ー

ト
ル
の
空
間
に
は
、
色
鮮
や
か
な
折
り

紙
や
絵
画
な
ど
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
活

発
な
活
動
の
様
子
が
見
て
と
れ
ま
す
。

　
「
最
近
で
は
、
買
い
物
帰
り
や
散
歩

つ
い
で
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る
地
域
の

方
も
増
え
、
自
分
の
趣
味
を
生
か
し
て

活
動
の
講
師
に
名
乗
り
を
上
げ
て
く
だ

さ
っ
た
り
、
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
く

れ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
出
が

あ
っ
た
り
と
、
活
動
に
広
が
り
が
見
え

始
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
商
店
街
と

地
域
の
方
と
の
『
御
用
聞
き
』
役
と
し

て
、
地
域
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
繋
ぎ
合
わ

せ
、
人
と
人
と
が
結
び
つ
く
よ
う
な
仕

事
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
へ
の
取
り
組

み
や
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
も

行
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
す
小
川

さ
ん
ほ
か
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
意
欲

を
示
し
ま
す
。

（
企
画
課
）

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
か
り　
　

連
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先
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－社会福祉施設の設計管理－

安江設計研究所株式
会社
YASUE　&　ASSOCIATES’ Inc.

東京都港区高輪２－１９－１７－８０８

TEL ０３（３４４９）１７７１�／FAX ０３（３４４９）１７７２
E－mail：yasue-a@nifty.com 新築・増築・改修等お気軽にご相談ください

特養P.O新築（横浜市）

自由に出入りのできる店内には地域の方の明るい
笑い声がいつもたえません
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